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ガイドラインの概要 

１ 

 

下水道維持管理サービス向上のためのガイドライン  

 下水道管理者は、快適な水環境を創出し浸水のない安全なまちを実現するため、これら

施設を適正に管理し、その機能を十全に発揮させていかなければなりません。そのために

は健全な経営、ユーザーに対する説明責任等を果たし、透明性・公平性・効率性を以て事

業運営をしていくことが重要です。 

 下水道施設の運転管理、事業経営、ユーザー・サービス、環境等に関わる取組みの成果

を指標化し評価することによって、業務内容が的確に把握され、その課題を抽出すること

で更なる改善に向けた契機とすることができます。このような視点から下水道の維持管理

サービスの向上を図ることを目的として、平成 15 年 5 月に(社) 日本下水道協会によっ

てガイドラインが策定されました。 

 

 

「ガイドライン」の活用 

 本市では、効率的で質の高い下水道維持管理サービスを提供するため、維持管理サービ

スの結果や水準を定量的に把握し、評価した指標をガイドラインに基づき算定していま

す。その活用については、経年的な変化を捉え問題を鮮明にし、改善に向けた課題を明確

にした上、事業の目標設定に活用しています。また、事業の取り組み状況を客観的に分か

り易く使用者に提示する手段として利用しています。 

 

 

背景情報（CI：Context Information） 

 地域の法制度や地理的条件、人口、施設の規模や能力等、維持管理に関わる事業運営を

進めていく上での条件、環境 

 ・事業体の特徴 ・システムの特徴 ・地域の特徴       

 

 

業務指標（PI：Performance Indicator） 

 提供した維持管理サービスの結果や水準を定量的に把握・評価するための各種指標 

 ・運転管理（管きょ）：効率的な管きょ施設の維持管理【7 指標】        

 ・運転管理（施設）：効率的な水処理施設の運転管理【12 指標内 2 指標】  

 ・ユーザー・サービス：利用者のサービス向上【17 指標内 11 指標】     

 ・経営：持続可能な経営【13 指標】                                

 ・環境：環境負荷低減【7 指標内 1 指標】                

 ・経営分析：本格的な経営分析【8 指標内 5 指標】            

   

   

 

 



ガイドラインの概要 
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事業の特徴 

３ 

 

ＣＩ（背景情報） 

 

 

 

 

 

ＣＩ（Context Information）とは、地域の法制度や地理的条件、人口、施設の規模

や能力等、維持管理に関わる事業運営を進めていく上での条件及び環境をいいま

す。下記に令和５年度における本市のＣＩを示します。 



業務指標の分析と評価 

４ 

 

PＩ（業務指標） 

業務指標直近３か年の実績値を以下に示します。 

業務指標 PI（ユーザー・サービス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務指標 PI（経営） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



業務指標の分析と評価 

５ 

 

事業規模(ＣI 40) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(解説) 

 下水道事業の経営は、処理を行う規模、地理的条件や事業進捗度により様々であり、

健全経営等のための絶対的な基準を設定することが困難となっています。しかし、他事

業体と比較を行うため事業規模の分類方法は下記の総務省方式を採用しています。  

ア 処理区域内人口別区分 

イ 地理的条件別分類 

  下水道事業の経営を左右する要因の一つとして、地理的条件による差異を挙げ

ることができ、処理区域面積 1ha 当り年間有収水量に基づく分類方法。 

ウ 事業進捗度別分類 

 下水道事業は一般に長期の整備期間を要し、水洗化されて初めて使用料収入が計 

上されるものであるため、その経営状況は事業の進捗度によって大きく異なります。 

供用開始後年数が事業の進捗状況を概ね表すものと考えられ、また簡明であるこ 

とから、供用開始後年数を採用。 

た。供用開始後年数を採用した。 

(分析、評価) 

 ア〔処理区域内人口別区分〕【公共下水道】 

A：処理区域内人口 10 万人以上に該当 

イ 地理的条件別分類 

  ａ： 有収水量密度 7.5 千㎥/ｈa 以上に該当 

ウ 事業進捗度別分類 

 1：供用開始後 25 年以上 

那覇市の規模区分（Ａa１） 

処理区域内人口：308,049 人 

有収水量密度 ：9.59 千㎥/ｈa 

供用開始後  ：55 年 

（令和 5 年度） 



業務指標の分析と評価 

６ 

 

主な業務指標の分析と評価 

①施設の老朽化率（管きょ）(ＯＰ10） 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

②管きょ改善率（管きょ）(ＯＰ30） 
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(分析、評価) 

 平成 27 年度より耐用年数を越

える管きょが発生している。施設

ストックの増大や経年経過による

老朽施設の増加が見込まれてお

り、その対策が重要となっていま

す。 

(分析、評価) 

 下水道施設の機能・安全性を維

持するため、腐食の進んだ管きょ

の改築事業を実施中です。 

 

※下水道管理延長は汚水管きょ延

長と雨水管きょ延長の合計 

(解説) 

 施設の老朽化率(管きょ)％＝耐用年数超過管きょ延長(㎞)/下水道維持管理延長(㎞) 

下水道管きょの維持管理延長のうち、標準的耐用年数を超過した管きょの総延長の

比率を示します。 

(解説) 

 管きょ改善率％＝改善(更新・改良・修繕)管きょ延長(㎞)/下水道維持管理延長(㎞) 

下水道管きょの維持管理延長のうち、1 年間に更新・改良・修繕された管きょ延長の

比率を示すもので、施設の改善をどの程度進めているかを示します。 



業務指標の分析と評価 

７ 

 

③雨水排水整備率(Ｕ10） 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

④下水道使用料(一般家庭用 1 か月 20 ㎥あたり)(Ｕ120） 
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(分析、評価) 

 雨水災害の防除のもと、浸水被

害が想定される地域から優先的に

整備を進めています。 

 

※整備済面積に直接放流地域を加

えると、整備率は 77.0%となりま

す。 

(分析、評価) 

 令和５年度に料金改定を実施

しました。同時に消費税を内税表

示から外税表示に変更しました。

それに伴い、令和５年度の使用料

の伸びとなっております。 

 

 

(解説) 

 雨水排水整備率(％)＝整備済面積(ha)/雨水計画面積(ha) 

雨水排除のために下水道の整備が必要な全体面積（雨水対策整備対象区域）のうち整

備が完了した面積の割合を示し、この数値が大きいほど雨水整備が進んでいることを

示します。 

 

(解説) 

 1 か月に 20 ㎥を利用した時の一般家庭用下水道使用料（税抜き）を示します。 

利用者にとっては、この指標は小さい程よいが、地域の実情に応じて異なり、料金差が

生じます。 



業務指標の分析と評価 

８ 

 

 

⑤下水道処理人口 1 人当たり汚水処理費(Ｕ150） 

 

 

 

 

 

 

      

                                                     

⑥経常収支比率(Ｍ３０） 
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(分析、評価) 

汚水処理費（維持管理費）、

下水処理人口ともに増加して

おり、処理人口１人当たりの処

理費も増加しています。 

 

(分析、評価) 

収益及び費用ともに増加して

いるが、収益の増加率が費用

の増加率を上回っていること

から経常収支比率は増加して

います。なお、100％を上回っ

ていることから、経常損失は

生じていません。 

(解説) 

 下水道処理人口 1 人当たり汚水処理費(円/人)＝汚水処理費(円)/下水道処理人口(人) 

下水道処理人口１人当たりの汚水処理費用（維持管理費と資本費の合計）を示し、ユ

ーザー１人が年間に排出する汚水を処理するための費用を表したもので、下水道のコ

ストを分かり易く表すものです。 

(解説) 

 経常収支比率(%)＝(営業収益+営業外収益)/(営業費用+営業外費用) 

経常費用に対する経常収益の割合を示し、この比率が高いほど経常利益率が高いこ

とを表し、100％未満であることは経常損失が生じていることを意味します。 



業務指標の分析と評価 
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⑦使用料単価(M60)・汚水処理原価(Ｍ70）・経費回収率(M100) 

 

 

 

 

 

 

 

        
⑧汚水処理原価{維持管理費}(Ｍ80）・経費回収率{維持管理費}(M110) 
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(分析、評価) 

 経費回収率は、100%を上回っ

ているものの、汚水処理原価が使

用料単価上回っているため、汚水

処理に係る費用が使用料収入で賄

えておりません。 

  

 

(分析、評価) 

 下水道使用料収入、汚水処理費

（維持管理費）ともに増加している

が、下水道使用料の増加率が上回っ

ていることから、令和５年度は経費

回収率（維持管理費）は増加してい

ます。100%を上回っていること

から、汚水処理に係る維持管理費を

使用料により回収できており、健全

な経営状況と言えます。 

 

(解説) 

 使用料単価(円/㎥ )：有収水量１㎥ 当たりの使用料収入 

 汚水処理原価(円/㎥ )：有収水量１㎥ 当たりの汚水処理費 

 経費回収率(%)＝下水道使用料収入/汚水処理費 

  汚水処理に要した費用に対する下水道使用料による回収率を示し、100%を下回っ

ている場合は、汚水処理に係る費用が使用料収入で賄えていないことを意味します。 

(解説) 

 汚水処理原価{維持管理費}(円/㎥ )：有収水量１㎥ 当りの維持管理にかかる汚水処理費 

 経費回収率{維持管理費}(%)＝下水道使用料収入/汚水処理費(維持管理費) 

  汚水処理に要した費用のうち維持管理費に対する下水道使用料による回収率を示し、

100%を下回っている場合は、汚水処理に係る費用(維持管理費)が使用料収入で賄えて

いないことを意味します。 

※維持管理費には人件費、動力費、委託費、修繕費等が含まれます。 



業務指標の分析と評価 

１０ 

 

⑨汚水処理原価{資本費}(Ｍ90）・経費回収率{資本費}(M120) 
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(分析、評価) 

 経費回収率(資本費)は、100%

を大きく上回っており、健全な経

営状況といえます。将来の更新需

要の増加に伴い、経費回収率は、

減少していくことが想定されます

が、料金改定により、経費回収率

が改善されました。 

 

(解説) 

 汚水処理原価{資本費}(円/㎥ )：有収水量１㎥ 当たりの資本費にかかる汚水処理費 

 経費回収率{資本費}(%)＝下水道使用料収入/汚水処理費(資本費) 

  汚水処理に要した費用のうち資本費に対する下水道使用料による回収率を示し、 

100%を下回っている場合は、汚水処理に係る費用(資本費)が使用料収入で賄えてい

ないことを意味します。※資本費には減価償却費、企業債利息等が含まれます。 



業務指標の実績 

１１ 

 

●下水道事業経営戦略では、主な施策に対する業務指標の目標値を示しておりますが、

その目標値に対する実績値の進捗状況を以下に示します。 

 

① 良好な環境を創造 

 

 

 

 

 



業務指標の実績 

１２ 

 

② 安全安心な暮らしを支える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



業務指標の実績 

１３ 

 

③ 経営基盤の強化と利用者サービスの向上 

 

 



業務指標一覧 

１４ 

 

背景情報（ＣＩ） 事業体の特徴                           ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



業務指標一覧 

１５ 

 

背景情報（ＣＩ） システムの特徴                          ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 

背景情報（ＣＩ） 地域の特徴 

 



業務指標一覧 

１６ 

 

業務指標（PI） 運転管理（管きょ）                         ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務指標（PI） 運転管理（施設）                          ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 



業務指標一覧 

１７ 

 

業務指標（PI） ユーザー・サービス                         ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



業務指標一覧 

１８ 

 

業務指標（PI） 経営                                ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



業務指標一覧 

１９ 

 

業務指標（PI） 経営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務指標（PI） 環境                                ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 



業務指標一覧 

２０ 

 

業務指標（参考） その他経営分析                          ※目標方向の矢印は指標値の望ましい方向を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 


